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三島駅インバウンド誘客検討会を契機とした東部地区
（伊豆半島含む）でのインバウンド施策について
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本日の次第

（前段）
１点目…静岡県をめぐるインバウンドの全般的な状況
２点目…令和７年度開催の三島駅インバウンド誘客検討
会における検討内容

（本題）
３点目…現在の東部地域局（伊豆観光）の取り組み
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本県のインバウンドをめぐる状況について

・観光庁統計（宿泊旅行統計調査）で見た場合の全国と本県の
比較

・全国に比べ、本県のインバウンド誘客は伸び悩みと推察され
る

＊令和７年度の「三島駅インバウンド誘客検討会」資料より
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三島駅の現状について（地理的環境）

・広域視点で見る、三島駅の特長

・東京から京都・大阪に至るゴールデンルート上に位置し

　外国人に人気の河口湖、箱根ともバス路線が通り、利便性が
高い

4



三島駅の現状について（三島駅から地域への回遊）

・交通利便性を背景に、連日多くの外国人観光客が乗降する姿

・ただし、多くは乗り換え利用が多く、県内への回遊が少ない

・三島駅で乗降するインバウンドの県内取り込みを目指し、検討
会を設置
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三島駅インバウンド誘客検討会の概要

・委員９名からなる検討会を設置し、６月～１２月まで３回
の開催

・この間、統計分析、ヒアリング、生のインバウンドへの聞
き取りなど、各種調査を実施

・検討作業の結果、課題整理（３点）し、それぞれの方策
を提示
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検討会の結果（課題と方策）

（結果）

・認知と流入：認知が低いため吸引力が弱く、取り込めて
いない

・資源活用と回遊：有用な資源あるも一段の活用が必要、
来訪者の交通・回遊促進も弱い

・滞在満足度の向上：施設等のハード、おもてなしを担う
人材等に課題
（対応）

・いずれも簡単ではなく、時間も要するが、検討会では、
スモールスタートでもよいので、早期に、できることから実
施、で一致
・県庁では新年度予算への反映、体制強化を、現場に近
い東部地域局ではフットワークを生かした地元への働き
かけを推進
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検討会後の東部地域局（伊豆観光）の取り組み

・検討会を通じた「気付き」をベースに、まずは３つの取り
組みを開始

・一点目…「優れたモデル」の活用

・二点目…「意識」と「情報」の武装

・三点目…「認知向上」に地域の力を結集
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取組１　「優れたモデル」を参考に地域のインバウンド誘
客を加速～「インバウンド事例集」

・伊豆半島の全市町にみられる先進事例をピックアップ

・ユニークな工夫、熱意を持った取り組みを地域の事業者
の「学び」に

・在住外国人の視点（伊豆の魅力、誘客につながるポイン
ト、等）も参考に
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取組２　取組促進には「意識」と「情報」が重要～「富士・
伊豆インバウンド通信」

・各種対策の前提として、地元事業者の誘客に向けた意
識は不可欠

・同時に、インバウンドの「傾向」を知り、適切な「対策」を
組むことが大切

・隔月での情報誌発行をスタート。編集では、「生の声」を
重視
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取組３　地域の協力をもとに「認知の向上」への取組～
「富士・伊豆インバウンド誘客サポーター」

・検討会開催中、開催後に、異業種の方々から協力の申
し出

・伊豆地区を含め東部には、世界とつながる多くの企業、
団体、人が存在

・協力を宣言していただく仕組みとして「サポーター」を立
ち上げ

・難しい「認知の向上」に向け、今後も賛同者を増やして
いく
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今後について

・当地区でのインバウンド誘客の新たな取り組みは始まっ
たばかり

・課題は大きく、取り組みも手探り状態

・今後も引き続き、効果的な事業を模索し、誘客促進に向
けた取り組みを展開する
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（参考）県全体の主要インバウンド施策

・東部を含めた県全体で、施策を構築中

・県庁、東部地域局、地域の観光協会・事業者の方々と連携し、
取り組みを進める

・新たな動きが出次第、リリースを実施
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日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

高校生による建設現場見学

10:30～　南伊豆町内ほか

道路ふれあい月間イベント

10:00～　道の駅開国下田みなと

地域の魅力発掘プロジェクト 那賀川水系流域委員会

9：30-15：30 下田市民文化会館 14:00～　松崎町役場

１DAYインターンシップin賀茂 GAPに関する研修会

11:20-16:05 賀茂キャンパス 13:30～　総合庁舎第３会議室

東伊豆町減塩キャンペーン

10：00～

①定例記者懇談会
9:30～ 賀茂キャンパス

②防災講座（松崎幼稚園）
9:30-11:00 松崎幼稚園

防災講座（伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校）

13:00-14:00　伊豆松崎分校

①防災講座（朝日小学校）
13:25-14:10 朝日小学校

②防災講座（南伊豆認定こども園）
16:30-18:00 南伊豆認定こども園

伊豆サテライトミュージアム

10：00-12：30 爪木崎自然公園無料駐車場

14:00～16:00 賀茂キャンパス

静岡大学東部サテライト「伊豆歴史文化大学」講座

18：00-20：00 賀茂キャンパス

行事予定表　（令和8年8月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月
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日 曜日
農林技術研究所
伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ

水産・海洋技術研究所
伊豆分場

賀茂広域
消費生活センター

賀茂地域
教育振興センター

伊豆観光局

行事予定表　（令和8年8月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

県民の日イベント
13:00～15:30「伊豆の漁業
模擬体験」事前募集・親子
６組
15:30～20:00「展示室公
開・タッチプール」申込不
要

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月
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記者懇談会資料

令和８年７月 24 日

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

令和８年度 地域の魅力発掘プロジェクト～下田市編～

（賀茂地域局）

１ 要旨

賀茂地域の高校生が大学生と一緒に、講義やフィールドワークを行うことを通じて、

地域の魅力を再発見し、地域に対する愛着や誇りを高めること及び進路形成意識を醸成

すること等を目的とした「地域の魅力発掘プロジェクト」を実施する。

下田市内の地域資源（自然・歴史・地域産業・生活文化等）を整理し、今後の地域活

性化に向けた具体的なアイデアにつなげる。

２ 実施内容

３ 当日の行程

担 当：地域課 菅尾

連絡先：0558-24-2202

日 時 令和８年８月 19 日（水） 9：30～15：30

場 所 下田市内（集合場所：下田市民文化会館）（下田市４丁目１－２）

内 容

・オリエンテーション

・フィールドワーク（地域の方などとの交流・意見交換）

・グループワーク、発表・考察、講評

参加者

賀茂地域の高校生（現在募集中）、

※７月 21 日時点で 12 名（下田高等学校、稲取高等学校）

静岡県立大学生８名

共 催

賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡県立大学、賀茂地域局ほか）、

下田市、賀茂地域探究コンソーシアム（静岡県立下田高等学校・下田高

等学校南伊豆分校・稲取高等学校・松崎高等学校）

時間 内容 会場

9:30～10:00 オリエンテーション 下田市民文化会館

10:00～14:00 フィールドワーク 下田市内

14:00～15:00 グループワーク
下田市民文化会館

15:00～15:30 発表・考察、講評
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令和８年７月 24 日

記者懇談会資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

静岡大学東部サテライト「伊豆歴史文化大学」講座

『伊豆の大地とアート』オンライン視聴会

（要旨）

静岡大学が主催する「伊豆歴史文化大学」講座が「伊豆の大地とアート」をテーマに

行われます。同大学の協力により、８月 31 日（月）にオンライン視聴会を開催します。

（概要）

担 当：地域課 菅尾

電話番号：0558-24-2202

（賀茂地域局）

日 時 令和８年８月 31 日（月） 18:00～20:00 (途中入退出可能）

会 場
静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

内 容

演題・講師

〇「絵画・写真に残る伊豆の大地」

小山 真人（静岡大学防災総合センター）

○「近世絵画に描かれた伊豆の風景」

片岡勲人（東海大学観光学部）

〇「近代絵画・写真に描かれた伊豆の風景」

松本由奈（伊豆市教育委員会）

※講演会場（静岡大学東部サテライト）とオンラインで結び、大型スクリーン

により視聴する。

対 象 県民など

参加費 無料

申 込

二次元コード：

電 話：0558-24-2202

メール：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp

（氏名、職業、電話番号、参加人数の記入をお願いします。）

いずれかの方法でお申込みください。

共 催
静岡大学未来社会デザイン機構東部サテライト

賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡大学、静岡県賀茂地域局ほか）
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

静岡県庁１ＤＡＹインターンシップ in 賀茂 開催します！

１ 目的

賀茂地域で働く静岡県職員の仕事内容及び、生活を伝えることで本庁職以外の職

場の魅力を知ってもらうため、大学生を対象に下田総合庁舎にて１ＤＡＹインター

ンシップを開催します。

２ 概要

（１）対象人数 最小参加希望人数６名、最大 10 名

（２）日 時 令和８年８月 21 日（金）※応募締切り令和８年７月 31 日（金）

（３）場 所 下田総合庁舎２階第８会議室（賀茂キャンパス）

３ 実施内容・スケジュール

４ その他

・取材を希望される場合は、下記担当まで御連絡ください。

担 当：地域課 末松

連絡先：0558-24-2202

（賀茂地域局）

時間 内 容

11：20 ～ 12：00 職員の仕事の説明

12：00 ～ 13：00 昼休憩

13：00 ～ 13：40 職場見学（各所属職員が説明）

13：40 ～ 14：35 グループワーク(意見交換)

14：35 ～ 15：15 県職員とのフリートーク

15：15 ～ 16：05 下田市内町歩き

20
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令和８年７月 24 日

記者提供資料

ふじミュー 伊豆サテライトミュージアム2026～第２弾は『魚』です！～
（ふじのくに地球環境史ミュージアム・賀茂地域局）

ふじのくに地球環境史ミュージアム（静岡市駿河区）は、2016年に開館した全国初の

地球環境史をテーマとした県立の自然系博物館です。

普段、当館に来館することができない方にも当館のイベントを楽しんでもらえるよう、

令和７年度から下田市で出張展示やイベントを行っています。

今年度も地域の自然・環境について理解を深めるためのイベントや講座を実施します。

第２弾では、当館の研究員が講師を務める、魚をテーマにしたイベントを行います。

※参加者募集の周知及び当日の取材をよろしくお願いいたします。

１ 午前の部

２ 午後の部

３ 問合せ先

ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

住 所 静岡市駿河区大谷5762

電話番号 054-260-7111

イベント名 魚の調査隊 in 下田

内 容
ふじミューの魚博士と一緒に投網などの道具を使って下田の海を調査します。

講師：ふじのくに地球環境史ミュージアム研究員 渋川浩一

開 催 日 時 令和８年８月 30 日（日） 10：00～12：30

集 合 場 所 爪木崎自然公園無料駐車場（下田市須崎 1243）

参 加 費 無料

定 員 先着 15名（小学生以上）

申 込 方 法

電子申請システムでお申し込みください。

申込期間：令和８年７月 26日（日）から８月 23 日（日）

※定員に達し次第、締切ります。

イベント名 魚の標本をつくろう！

内 容
午前中に採集した魚を標本にします。

講師：ふじのくに地球環境史ミュージアム研究員 渋川浩一

開 催 日 時 令和８年８月 30 日（日） 14：00～16：00

会 場 静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス（下田市中 531-1）

参 加 費 無料

定 員 先着 15名（小学５年生以上）

申 込 方 法

電子申請システムでお申し込みください。

申込期間：令和８年７月 26日（日）から８月 23 日（日）

※定員に達し次第、締切ります。
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

第４弾　賀茂地域広報ＰＲグッズ、付箋を作りました！

１ 概要

移住定住の促進及び地域住民や子どもたちの郷土愛醸成を目的とし、賀茂地域を

魅力的に静岡県内外に紹介する広報ＰＲグッズの第４弾として、付箋を制作した。

２ 活用方法

・県内外での移住フェアやイベントで配布することで、「賀茂地域」の知名度向上、

移住者及び関係人口の増加につなげる。

・地域イベント等で住民や子どもたちに配布することで、地域の魅力を再発見する

機会を創出し、郷土愛醸成を図る。

・ＳＮＳ及び防災アプリの二次元コードを掲載することで、ＳＮＳでの賀茂地域の

魅力発信と防災啓発を一体的に進める。

３ 制作グッズ

第４弾 付箋（デザイン）

中 表 裏

４ デザイン

・Ｕターンして民宿勝五郎（下田市白浜）を営む傍らイラストレーターとしても活

躍している土屋尊司氏が制作

＜参考＞

第１弾トートバック（右：土屋尊司氏） 第３弾ステッカー

第２弾ファイルバッグ（左）

担 当：地域課 菅尾

連絡先：0558-24-2202

（賀茂地域局）
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

８月の防災講座

（概要）

賀茂地域局では、地域防災力を強化するため、自主防災組織、教育機関等と連携

し、防災講座を開催します。

（開催スケジュール）

（講座内容の紹介）

～「しぞ～か防災かるた 豪雨の備え編」とは～

しぞ～か防災かるた委員会と、県の交通基盤部河川砂防局

土木防災課が 2025 年に作成したものです。作成には、賀茂

地域から東伊豆町、静岡県稲取高校が参加しました。

「流域治水」の考えのもと、水災害に対する備えを楽しみ

ながら学び、さらに深く学ぶためのきっかけをつくります。

※流域治水……住民や企業、行政などの流域に関わる全ての

人が水災害対策を行うという考え方。

（お願い）

・取材を行う場合は、各学校まで取材を行う旨を事前にご連絡ください。

・講座の内容については、変更になる場合があります。

・講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 山田

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

（賀茂地域局）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

①
８月 25 日（火）

9:30～11:00

松崎幼稚園

（松崎町）

職員

約 10 人
災害図上訓練（DIG）

②
８月 27 日（木）

13:00:～14:00

伊豆の国

特別支援学校

伊豆松崎分校

（松崎町）

松崎分校

松崎高校

職員約 40 人

災害図上訓練（DIG）

③
８月28日（金）

13:25～14:10

朝日小学校

（下田市）

５年生

約 11 名

しぞ～か防災かるた

（豪雨の備え編）

④
８月28日（金）

16:30～18:00

南伊豆認定

こども園

（南伊豆町）

職員

約 20 人
災害時判断ゲーム

25



令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

水難事故防止キャンペーンの実施について

１ 目 的

県内の水難事故発生状況は発生件数及び事故者数ともに昨年同期間より増えており、

県内全域に「水難事故注意報」が発令（７月 31 日（金）まで）されている。

例年夏季に水難事故が増加する傾向にあることを踏まえ、水難事故防止キャンペーン

を実施する。

２ 日時・場所

令和８年７月 30 日（木）13：30～14：30

予備日：令和８年８月３日（月）、８月６日（木）同時刻

開催場所：南伊豆町湊 弓ヶ浜

駐車・集合場所：弓ヶ浜臨時派出所駐車場（南伊豆町湊）

３ 参加予定機関

静岡県、下田海上保安部、下田警察署、下田消防本部、南伊豆町

参加人数 調整中

４ 実施方法

のぼり旗を手に持ち、啓発用グッズのうちわやポケットティッシュ等を配布する。

５ 水難事故の発生状況（参考）

令和７年 静岡県内の水難事故の発生状況（1/1～7/12）

令和８年 静岡県内の水難事故の発生状況（1/1～7/12）

※（ ）内の数字は、賀茂地域の水難事故発生件数（人数）

６ その他

荒天によりキャンペーンを中止する場合、各報道機関宛てメールによりその旨周知する。

担 当：危機管理課 安岡

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

（賀茂地域局）

発生件数
事故者数

総数 死亡 負傷 救出 不明

17(３) 20(３) ９(３) ３(０) ７(０) １(０)

発生件数
事故者数

総数 死亡 負傷 救出 不明

24(７) 25(７) ８(３) ８(２) ８(２) １(０)
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

令和８年度牛乳・乳製品料理講習会の開催

（目的）

牛乳・乳製品はカルシウムを多く含み、丈夫な歯や骨を維持するために継続的に摂

取したい食品です。

そこで、地域の食のボランティアである健康づくり食生活推進員を対象に、牛乳・

乳製品を利用した調理実習や講話を行い、牛乳・乳製品の知識の普及を図ります。

また、当講習会を交流の場とし、活動の活性化を進めていきます。

（概要）

（その他）

取材いただける場合は、前日までに下記担当まで御連絡ください。

担 当：健康増進課 宇津木

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 0 3 7

（賀茂健康福祉センター）

日 時 令和８年７月 28 日（火）10:00～13:30（受付開始：9:45）

会 場 南伊豆町健康福祉センター（南伊豆町加納 790）

対 象
健康づくり食生活推進員（下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町）、

市町担当者

内 容

（１）講話：「生涯の健康を支える乳たんぱく質」

講師：森永乳業株式会社

（２）調理実習

・ミルク親子丼

・クリームチーズの梅肉ソース和え

・みかんミルク餅

（３）交流会

主 催 賀茂健康福祉センター、健康づくり食生活推進協議会賀茂連絡会
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

GAP に関する研修会の開催

１ 目 的

GAP の取組は環境保全、食品安全や労働安全による農業者のリスクを軽減し、持

続的な農業経営に繋がります。この取組をさらに推進するため、生産現場の農業者

等を対象とした研修会を開催します。

２ 概 要

担 当：地域振興課 小笠原

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 0 7 9

（賀茂農林事務所）

日 時 令和８年８月 21 日（金）13：30～16：30

場 所 下田総合庁舎２階 第３会議室

内 容

（１）講師：JGAP 上級審査員 藤井淳生 氏

（２）テーマ：「GAP について」

・国際水準 GAP

(食品安全・環境保全・労働安全・人権保護・経営管理)

・農場におけるリスク評価

・しずおか農林水産物 GAP 認証制度 ほか

参加者 農業者、農業協同組合、市町ほか

主 催 静岡県賀茂農林事務所

その他

＜GAP とは＞

GAP とは、「Good（良い）Agricultural(農業の）Practice（や

り方）」の略語であり、食品安全、環境保全、労働安全などにつ

いて、農業生産の各工程の実施、記録、点検及び評価を行うこと

による持続的な改善活動のこと。

＜しずおか農林水産物 GAP 認証制度の取得推進について＞

静岡県では、独自の GAP 認証「しずおか農林水産物 GAP 認証」

制度（通称：しずおか GAP）を制定し、生産者の GAP に関する理

解の向上を図るとともに、JGAP や GLOBALG.A.P.等の国内外で広

く標準化された GAP 認証へのステップアップの手段として、県版

GAP の認証取得を推進している。
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

下田高校南伊豆分校の生徒が建設現場を見学します！

１ 要旨

建設業界が抱える深刻な人手不足を背景に、静岡県では若年層の関心を高め

る取組として、「静岡どぼくらぶ講座」を開催しています。

このたび、地域の将来を担う高校生を対象に、関係機関と協力し建設現場見

学会を開催します。実際の工事現場や港湾施設を訪れ、現場で働く技術者の話

を直接聞くことで、建設業の実態や魅力を具体的に理解するとともに、キャリ

ア形成の参考にしてもらうことを目的としています。

２ 内容

（参考）「静岡どぼくらぶ講座」について

県内小中学校及び高等学校等の生徒に、建設産業の魅力を発信し、若年者の

入職を促進するため、平成 29 年度から「静岡どぼくらぶ講座」として関係機関

と連携して建設現場体感見学会や出前講座を実施しています。

担 当：企画検査課 富田

連絡先：0558-24-2113

（下田土木事務所）

日 時 令和８年８月５日（水） 10:30～13：45（休憩 11：15～13：00）

参加者
下田高校南伊豆分校 生徒４～９名

田方農業高校 生徒３名

内 容

①10：30～11：15

見学先：前田川支川湊北沢砂防工事

内 容：土石流や崩壊土砂から下流の民家等を守るための施設を施

工中。山からの水が流れ下る流路をつくる様子を見学。

場 所：南伊豆町湊

②13:00～13:45

見学先：令和７年度 下田港防波堤（西）Ｄ区本体工事

内 容：下田を守る海の玄関口を工事中。防波堤のケーソン※を見学。

場 所：下田市須崎

※ケーソン：防波堤や岸壁の土台となる、鉄筋コンクリート製の巨

大な「箱」のこと。

担当機関 ①静岡県下田土木事務所 ②国土交通省清水港湾事務所

その他
取材を希望される場合は、８月３日（月）を目途に担当まで御連絡く

ださい。

教員 計５名
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令和８年７月 24日

定例記者懇談会資料

【道路パト車に乗ってみよう】道路ふれあい月間イベントの実施

１ 要旨

８月１日～31日は「道路ふれあい月間」です。道路とふれあい、道路の役割や重要性を

改めて認識してもらうため、下田土木事務所は下田市、下田警察署、交通安全協会と協力

して、下記のとおり啓発イベントを実施します。

２ 日時

令和８年８月 13日（木）10：00～12：00

３ 場所

道の駅開国下田みなと 東側港湾スペース

４ 内容

① 道路パトロール車・パトカー・白バイの展示・試乗体験

② ふじっぴーとの記念撮影

③ 交通安全活動・広報

④ パネル展示、塗り絵体験

⑤ 啓発グッズ配布（ウェットティッシュ、静岡どぼカード、重機消しゴム等）

５ その他

以下の場合はイベント中止とします。なお、中止の判断は前日又は当日朝に行います。

・雨天時

・「波浪注意報・警報」「高潮注意報・警報」「南海トラフ地震臨時情報」発表時

・その他中止すべき状況が生じている場合（地震・津波・高温 等）

担 当：維持管理課 田中

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 1 1 7

（下田土木事務所）

至

下
田

至

伊
東

昨年度開催の様子

道の駅 開国下田みなと

イベント会場
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令和８年７月 24 日

定例記者懇談会資料

第５回那賀川水系流域委員会を開催します

（要旨）

松崎町の那賀川水系において、河川法に基づく河川整備計画を策定するため、

学識経験者や地域の方々から幅広く意見を伺う場として、第５回流域委員会を開

催します。

これまでの検討及び本年３月に実施した県民意見募集（パブコメ）を踏まえ、

河川整備計画の修正原案を諮ります。

（概要）

１ 日 時 令和８年８月 19 日（水）14：00～15：30

２ 場 所 松崎町環境改善センター２Ｆ 研修室

（〒410-3696 松崎町宮内 301-1）

３ 内 容 ・河川整備の目標（利水、環境・地域との関わり）について

・河川整備計画（修正原案）について

４ 委員構成

５ そ の 他

取材を希望される場合は、開始時刻までに実施場所へお越しください。

担 当：企画検査課 企画班

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 1 1 3

（下田土木事務所）

氏名（敬称略） 所属・役職

田中 博通 東海大学 名誉教授

髙井 則之 日本大学 生物資源科学部 教授

池野 文隆 賀茂農林事務所 技監兼農村計画課長

山本 一詞 那賀川非出資漁業協同組合 組合長

山本 公 松崎町文化財保護審議会 会長

土屋 宗三郎 松崎消防団 団長

関 真行 松崎地区 区長代表

船津 光信 中川地区 区長代表

髙橋 工 岩科・三浦地区 区長代表

鈴木 八十志 松崎町観光協会 会長

深澤 準弥 松崎町長
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※ 河川整備計画とは、河川法第16条の２の規定に基づき、河川管理者が河川整備
基本方針に沿って、災害の発生を防止又は軽減するために必要な措置を講じ、
総合的な河川管理を行うため、今後概ね20年から30年の間に行う当該河川の整
備に関する河川工事・河川維持等を定めるものです。
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